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審査論文の題目： Factors associated with depressive symptoms during mid-pregnancy at a Japanese 
University Hospital（大学病院における妊娠中期女性のうつ症状とその関連要因） 
著 者：Hideto Shimada, Daisuke Nishi, Kentaro Usuda, Yutaka Matsuoka, Hiroe Ito,  
    Keiichi Isaka 
掲載誌：総合病院精神医学（2015年掲載予定） 
論文要旨：妊娠中の抑うつ症状は母体および児に重大な悪影響を及ぼしうるため、その関連要因を検討
することは重要である。これまで妊娠後期における関連要因は調べられてきたが、妊娠中期における先
行研究は少なかったため、本研究では妊娠中期の抑うつ症状の関連要因を検討した。当院産婦人科外来
を 2014年 4月から 9月に受診した 20歳以上の妊娠 12-23週の妊婦を対象とし、抑うつ症状については、
エジンバラ産後うつ病自己評価票を用いて調査した。研究対象である妊婦 369人中のうち 72人が研究に
参加し、調査の結果、妊娠中期においても妊婦は一定の割合で抑うつ症状をかかえていることがわかっ
た。また、多変量解析を行ったところ、精神科既往歴および計画的でない妊娠に抑うつ症状との関連性
がみとめられた。初産婦だけでなく経産婦においても妊娠の計画性の有無を確認することが有用である
可能性が示唆された。 
審査過程： 
1. 妊娠初期から産後にかけてのうつ病研究とうつの継時的変化について質問があり，妥当な説明がなさ
れた． 
2. 不妊治療と妊娠中のうつとの関連について質問があり，妥当な説明がなされた． 
3. 妊娠中期と後期におけるうつスクリーニングと介入について質問があり，妥当な説明がなされた． 
4. 妊娠中のうつに対する予防対策について質問があり，妥当な説明がなされた． 
5. 大学病院での研究の限界を克服するための考察についての質問があり, 妥当な説明がなされた． 
6. 計画的でない妊娠がどのような心理的負担・影響を及ぼすのかについて質問があり, 妥当な説明がな
された． 
価値判定： 
本研究は，妊娠中期の抑うつ症状を調査し，抑うつ症状に影響を及ぼす因子を多変量解析で明らかにし
たものであり，臨床的に妊婦のうつ病の早期発見とその原因の理解に貢献するものと考えられ,学位論文
としての価値を認める． 
 
 
 
